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天然染料では表現が難しいとされるオレンジ色に着目し、色表現の拡大の可能性
について調査を行った。

２．方法

• シンナバリン酸
ヒイロタケに含まれるシンナバリン酸の染色性を調査した。

ヒイロタケ

• 紅花と黄色天然染料の重ね染め
紅花の赤色色素とキハダ、クチナシの黄色色素を染色順や濃度を変えて染色した。

ソーピング

カルタミン（紅花赤色色素）
ベルべリン（キハダ黄色色素）

ケルセチン（クチナシ黄色色素）

シンナバリン酸

１．目的

• コーヒー生豆抽出物のチタン媒染による染色
チタン媒染による得られる黄赤の染色物の洗浄等による色変化を調査した。

Ti

コーヒー生豆
アルカリ処理



３，結果

代表的な結果を抜粋したものを色度図に示した。

染色結果を示した色度図

４，まとめ

• コーヒー生豆抽出物のチタン媒染による染色
高b*値、低a *値の黄色に近い色が得られる。
ソーピングやアルカリ処理によって、b *値が増大する傾向。

• 紅花と黄色天然染料の重ね染め
低濃度の紅花、高濃度のキハダの順に染めたものおよび高濃度のキハダ、中濃度
の紅花の順で染めたもので、a * =30、b * =30近傍の値が得られる。

• シンナバリン酸
彩度が高いものは、a * =25、b * =54およびa * =28、b * =45に位置し、天然
染料では比較的珍しいオレンジ色を呈している。

シンナバリン酸の染色挙動をより詳細に検討し、色収率よく染着させることが出来

れば、天然染料によるオレンジ色の表現力はさらに向上すると考えられる。
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